




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































金谷治校注 日本思想大系 28『藤原惺窩　林羅山』岩波書店 1975所収）引用するのは下巻の箇所からで，
ここでは「五常」（「性」），「七情」，さらに身（視聴言動）を治めることがその中心的な主題となってい




石田一良校注『三徳抄』石田一良， 金谷治校注 日本思想大系 28『藤原惺窩　林羅山』岩波書店 1975所
収のものによる。
21）「視・聴・言・動ト云事アリ。（中略）此四ツハ形ノアラハルヽモノナリ。上ノ五常ト七情トハ，心ノ
中ヨリ出ルモノナリ。ヨク心ノ中ヲヲサメテ，又外ノ形ヲモ必ズ正シクスベシ。是，心ト形トヲ治ムル
ノ道也。」（『三徳抄』p.184）
22）「それ飲食と男女は人の大欲，ここに存せり。ここにおいて，礼あり法あり。」（「敵戒説」『羅山林先
生文集』巻第二十七前掲書 p.213）と羅山は述べ，人間が心を整える際の最大の敵として飲食と男女の
欲を挙げている。先の僧の例も，人間にとってこの二つの欲との闘いが大きな課題であるということを
踏まえて出されているのであろう。
23）あくまで，視聴言動はあるべき働き方をすればいいのであって，その働きを全て抑えよと言っている
わけではないという点が，ここでは重要である。羅山は言う。「若又，万事ニツイテ，見ザレ，聴カザレ，
云ハザレ，動カザレト云テ，目アレドモメクラノ如ク，耳アレドモツンボノゴトク，口アレドモヲシノ
如ク，形アレドモ木像ノゴトクニシテ，タヾ我心バカリヲヨクサトランナンド云ハ，オホキナル僻事ナ
リ。必ズ人ヲアヤマルベシ。タトヘバ，鏡ヲウラガヘシテ物ノ形ヲ見ントスルガ如シ。イカンゾ，其影
ヲモ色ヲモウツサンヤ。イカンゾ，其心バカリヲ守テ万ヅノコトハリニ通ゼンヤ。」（『三徳抄』p.185）
つまり羅山は「心」重視の，「心」さえ整えれば充分という形の修養を否定している。そのような修養は，
仏教における修養にほかならなかった。仏教のように「心」だけが人間存在であるという見方は，人間
存在を捉え損ねてしまう。そうではなく，「心」と「身」双方が相応し，視聴言動が然るべき仕方で生
き生きと働くことこそが，本来的な人間存在のあり方だと考えるのである。この点は，朱子学において
朱熹などが朱子学と仏教の修養との区別をする時の論理と共通している。羅山はここで詳述してはいな
いが，仏教の修養論批判が根底にあることは十分考えられる。あくまで朱子学は現実の生に基づいたも
のであり，朱熹も羅山もその点を重要視し，現実世界の価値を否定する（むろん，あくまで彼らの視点
から見たら，そのように捉えられるというだけではあるが）仏教との相違点として主張しているからで
ある。
24）羅山は『釈名』を引いて「義字ノコヽロハ宜ト云字ノコヽロゾ」（『春鑑抄』p.127）と説明し，また『孟
子集注』巻第一の「義者心之制，事之宜也」を引いて「義」を「万事ノコトヲ心ニコトハリテ，ヨロシ
キヤウニスル」（同）と説明する。「義」は「宜しき」ようにあらゆることを整えることである。とすると，
「非礼・非義」というように，「礼」と併記される意味も一層明らかとなる。全てを宜しきようにすると
は「道理」に叶うことであるが，この「宜しき」ありようは「礼」における適切さを保障するものであ
るとも言える。「宜しき」ように人を敬う，というように，「礼」と「義」とは響き合っている。
25）「智」は視聴言動の働きが十全に機能していることであり，それを羅山は「智者」と呼ばれうる者が
身に付けている「聡・明・睿・智」の完璧さに基づいて説明している。その状態の「智」は「明ラカニ
知リ洞ニ達シテ，理ニクラキコトナキ」（同 p.143）状態である。すなわち「理」に沿ったもの，「理」を
把捉した状態である。だからこそそれは「仁」や「義」，「礼」の「道」をもよく弁えたものとなり，そ
れらを十全に成立させるために機能するのである。換言すれば，「智」がなければそれらは十全には成
立し得ない。「・・・仁ノ道モ，義ノ道モ，礼ノ道モ，ヨク知リワケテ，ソレゾレニ行フガ，智者ゾ。
智ニアラズンバ，イカニトシテ，仁・義・礼ノ道ヲ知ランヤ。智アルニヨリテ，仁義ノ道ヲ知リテ，是
非・善悪ヲ分明ニ分ツゾ」（同 pp.142-143）と羅山は言う。なお「智」は，「権」を正しく把握するに
も不可欠である。羅山は「権」の道について，『孟子』離婁上の「男女授受不親」と溺れる嫂を救う話
を題材にして説明する。『礼記』にある「男女授受不親」は礼であるが，それをどのような時も遵守し
なければならないということはない。嫂の命を救うことも「直グナル道」（同 p.141）だからである。「権
ノ道ト云ハ，法度ヲヒトツハヅシテモ，ノチハ直グナル道へイタル」（同 p.140）というように，時・場所・
状況に即して正しいことをなすことが，「権」なる道であった。なお，この議論は「非礼・非義」を避
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けよという論の直後に置かれており，嫂をその手を取って助けるのは必ずしも「非礼」ではないという
ことを一層際立たせる形になっている。形式的，機械的な「礼」の遵守が必ずしも善ではないと羅山は
主張するのである。ただこのとき，時・場所・状況を踏まえて何が「直グナル道」に至る行為なのかを
判断するのに，「智」が必要となる。「権」とは本筋の規範であるところの「経」と相対する概念であるが，
「経」と同じく，「道」に沿ったものである。「経」に揺らぎが許されない一方で，「権」に関しては相当
の水準の「智」を要する。このことに関しては，『北渓字義』の「経権」の条でも具体例を引きながら，
詳しく説明されている。ともあれ，「礼」の実践に関して，それを杓子定規に遵守することが重要なの
ではなく，表面的には規範を破っているようにみえるものの，命を守るなど，より重視しなければなら
ない事項が関わってくるときに，より適切な判断が出来ること，すなわち「礼」のより適切な実践にあ
たっては，「智」を必要とするという点を見逃してはならない。このことは「礼」が単に外にみえる形
式のみを機械的に実践していれば済むものではないことを，如実に示している。主体としての人間存在
は，「礼」の実践にあたって，真剣に全身全霊で何が正しいのかを考えて臨むべきなのである。
26）羅山は『論語』巻第六顔淵第十二の樊遅と孔子の，知を巡る問答を踏まえ，人を知ることの大切さを
述べる。これは賢人と小人の区別が出来，正しい適切な登用を実施することと繋がる。この登用の成功は，
ひいては国の統治，天下の太平，他者とともに生きる世界の幸福を約束するものとなる。
27）「信アル人ハ，モノヲ云ニモ首尾ノ相違シテタガフコトナイゾ。言葉ニ出シタラバ，是非ニ行ハデ
ハカナハヌコトゾ。口ニハマコトサフニ云テ，心ニハサモナフテ，口ト心ト違ハセヌゾ。」（『春鑑抄』
p.146）
28）『三徳抄』では，四季と方角の例えが挙げられている。四季においては「土用」が，方角においては「中
央」が「信」にあたるとされる。四季の例に即して，すべての季節に土用があるように，「信」は「仁」・
「義」・「礼」・「智」にも内在し，それが正しい四季のめぐりを成り立たせていると羅山は述べ，「信」の
重要性を説明している。『三徳抄』下 pp.180-181参照。
29）ものを生成する春を受け，夏はその多様な生を輝かせるというのは，人や物を愛する「仁」を受けて，
それを整然とした形で発揮させるのが「礼」であるといったような，「仁」と「礼」の関係を思わせる。なお，
「仁」・「義」・「礼」・「智」を春夏秋冬に例えるのは儒学においてオーソドックスである。それは，天地
の生成の理，「元亨利貞」と対応させて語られる。天における人やものを生じ，養い，生き生きと生かし，
そして滅し，次の生へとつなぐという生成の一大サイクルを，人はその存在において，すなわち「仁」・
「義」・「礼」・「智」そして「信」において具現する。なお，『北渓字義』にはこうある。「人性之有仁義禮智，
只是天地元亨利貞之理。仁在天為元，於時為春。乃生物之始，万物於此方萌芽発露，如仁之生生，所以
成衆善之長也。禮在天為亨，於時為夏。万物到此時一齊盛長，衆美所會聚，如経禮三百，曲礼三千，燦
然文物之盛，亦衆美所會聚也。義在天為利，於時為秋。蓋万物到此時皆成遂，各得其所，如義断制万事，
亦各得其宜。秋有粛殺気，義亦有厳粛底意。智在天為貞，於時為冬。万物到此皆帰根復命，収斂都定了，
如智見得万事是非都一定，確然不可易，便是貞固道理。貞後又生元，元又生亨，亨又生利，利又生貞，
只管如此去，循環無端」（『北渓字義』巻上　仁義礼智信）なお，引用に当たっては適宜表記を改めた。
